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* ***すぎた・かじきタイムズ

市 体制強化で年度内解消目指す

　杉田忠裕市議は 10 月 1
日の市会民生保健委員会で
要介護認定の手続きが大幅
に遅れている点につき、改
善を求めて質疑しました。
市は利用者らに迷惑をかけ
ていることをお詫びしたう
えで、2020 年 3月中に原則
の 30 日以内で認定できるよ

うにする、と答弁しました。
    要介護認定は申請から 30 日以内に決定すること
が関係法令で定められています。ところが、2019
年 4－6月の平均処理日数は 53.5 日と大幅に遅れて
いました。
　杉田市議は区内の介護事業所から現状を聞き取っ
たうえで質疑しました。市は今後の介護サービス利
用者の増加も見据え、関係事業所や専門家の意見を
受けて認定手続きのあり方をしっかり検討し全面的
に改善していく、とのことです。
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　加治木一彦府議は 10 月 8日の府議
会本会議で一般質問をしました。新大
阪駅を中心とする地域は国や大阪府・
市、UR都市機構などが協議会をつく
り、今後のまちづくりについて検討し
ています。
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　9月に開かれた協議会で「アクセス
の良さを生かし、グローバル企業が拠
点を置く環境整備」「淀川の貴重な環境を生かした
舟運や高質な滞在機能」などの意見が出されました。
今年度中に骨格を
まとめ、民間の創
意工夫を生かした
都市開発プロジェ
クトの機運醸成に
努める、とのこと
です。 上空から見た新大阪駅周辺

  　明けましておめでとうございます。

　　淀川区の皆様にはお健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　　旧年中は私ども公明党に温かいご理解 ・ ご支援を賜り、 まことにありがとうございました。 

　　皆様のお力で 4 月の統一地方選、 7 月の参院選を大勝利で　飾ることができました。 

本年も 「小さな声を聴くチカラ」 をモットーに様々な課題に全力で

取り組んでまいります。

一層のご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。



815名の署名活動実る

車の転落事故ゼロに

　西宮原 2丁目 6，7番間の道路に南北方向の横断歩道
が設置されました。児童が登下校時にこの道路を横切っ
ており、宮原連合町会や市立宮原小学校 PTA の方々が
2018 年 6月、横断歩道設置を求める 815 名分の署名を
淀川警察署や大阪市十三工営所に提出していました。
　杉田忠裕市議、加治木一彦府議は署名提出に立ち会う
とともに、大阪市や大阪府警の関係部署に横断歩道設置
を働きかけていました。

西宮原に横断歩道新設

木川東１の道路にポール

　木川東 1の淀川堤防沿いの道路にプラスチック製のポールが
立てられました。設置前は車が道路を踏み外して転落する事故
がたびたび起きていましたが、設置後はゼロになったそうで、
地域の方々に喜ばれています。加治木府議が事故防止のため、
関係部署に働きかけていました。

　地下鉄御堂筋線東三国駅の南側改札口にも地上と改札、改札とホームを結ぶ形で
エレベーターを設置する準備が進んでいます。地域の方々の要望を受けたもので、
2023 年度の完成を見込んでいます。杉田市議が関係部署に働きかけています。

横断歩道を渡る小学生ら

東三国駅南側エレベーター設置へ


